『　担ぐトランス　』
この方法は、手や足に少し力が残っている人に・・・
今回は、左まひの方を想定して説明します。

①　介助者の左足はベッドに向け、右足は車椅子に向けて座り、安定した体制
を取り、利用者の右足を一歩前に出す
②　介護者の右足を踏み込み、腹部で利用者の左ひざを押さる（膝折れ防止）
③　介護者の上体を前に傾けながら、利用者の両腕を介護者の背中（右側）に
　　回す（介護者の背中に利用者の胸やお腹を乗せる感じで）
④　利用者を前に傾けながら、介護者の右手を利用者のお尻の下に入れ
　　自分の方へ引くようにして立たせ、介護者が支える
⑤　立ち上がったら、手のひらでお尻を支え、腕は大腿部を抱える
⑥　左手で利用者の右ひざを押さえながら、介護者は体をひねり
　　利用者を座らせる　
　
　私は、自分より大きな利用者や体重が重い利用者に活用しています。
また、①左足を向ける・・・膝を着くとより安定した大勢になります。
